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 ダム放流設備は高齢化により維持管理費の増加が予想されることから，それらに対し効率的

な維持管理を目的とした「ダム用ゲート点検・整備・更新検討マニュアル（案）」（H23.4）が

策定された．このマニュアル案では，各設備にあった機器特性，現場条件等の踏まえた維持管

理が求められている．これらを踏まえ，近畿地方整備局各ダム放流設備の機器特性，現場条件

を考慮した健全状況の把握方法について検討を行った．また，ダム放流設備故障時におけるダ

ム操作要員の故障対応方法の検討を行った． 
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１．はじめに 

ダム放流設備は，高齢化による維持管理費の増加が予

想されている．それらに対するため効率的な維持管理を

目的とした「ダム用ゲート点検・整備・更新検討マニュ

アル（案）」（H23.4）(以後「マニュアル」という．)

が策定され，各設備毎にあった機器特性，現場条件等を

考慮した維持管理が求められている．近畿地整には５ダ

ムの放流設備があり，そのうち４ダムの放流設備につい

て建設後30年以上経過していることから，高齢化による

信頼性の低下に対する機能確保のための維持管理費の増

加が予想されている． 

 

 写真-1 ダム放流設備（天ヶ瀬ダム） 

また，ダム放流設備の高齢化，維持管理上の技術伝承

が不十分等によるトラブル発生時の対応も課題となって

いる． 

本報告はこれらダム放流設備の維持管理費の縮減，ト

ラブル発生の未然防止を目的として，マニュアルを踏ま

えたダム放流設備維持管理担当者（以後「ゲート管理担

当者」という。）が各機器の健全性の判断や不具合の対

応できる健全性・把握の手引き，ダム操作要員がゲート

故障等トラブル発生時の緊急時対応で的確な行動がとれ

る故障時緊急対応手引きの作成を行った報告である． 

 

２．概要 

各ダムのゲート管理担当者がダム放流設備の健全性の

把握とダム操作要員が故障時対応を行うために現状の管

理体制やダム放流設備の課題を把握し，それら課題に対

応する維持管理手引書を作成した． 

検討の実施に当たっては，図―１維持管理手引書作成

フローのとおり行った． 

維持管理に関する課題抽出としてゲート管理担当者の

ヒアリングにより設備管理体制の課題，現場調査により

ダム放流設備の課題，ダム管理者のＷＧによりダム放流

時の課題を抽出した． 

抽出した課題に対応するため，ゲート管理担当者やダ

ム操作要員が設備に関する理解を深め，実際の現地で使

用できる手引書を作成することとした． 

手引書作成は，健全性把握に関しては設備の特性，年

点検結果等で報告された過去の不具合事例から，健全性

把握の着目点を検討・選定し，健全性把握シート，不具

合事例シートを作成した．故障時の緊急対応に関しては，
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発生している不具合事例の理解と機器類の状態把握を行

い的確な情報を伝える故障発生報告シートの作成や，簡

単な故障機器類のリセット操作，予備回路等への切換え

操作について解説した緊急対応シートを作成した． 

作成した手引書（試行版)をＷＧによる意見、現地試

行結果による修正を行った。 

 
図-1 手引書作成フロー 

 

３．ダム放流設備における課題把握 

（1）管内におけるダム放流設備の現状 

近畿地整には５ダム（猿谷ダム，天ケ瀬ダム，九

頭竜ダム，真名川ダム，大滝ダム）の放流設備があ

り，そのうち４ダムの放流設備について建設後30年

以上経過し，高齢化による信頼性の低下が懸念され

る．  

今回，健全性把握・対応の手引き及び，故障時緊

急対応の手引きの作成は，治水ダムの機能である洪

水調節等を行う，天ケ瀬ダム，真名川ダム，猿谷ダ

ム，大滝ダムの放流設備（表-1）を対象とした．  

 

表-1 対象ダムと対象放流設備の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）ダム放流設備の健全性把握における課題把握 

従来，ダム放流設備の健全性把握は「ゲート点

検・整備要領（案）」(一般社団法人ダム・堰施設技

術協会)（以後「ゲート点検・整備要領」という．）

により点検を行っていたが，平成23年5月からマニュ

アルにより行うこととなった．これにより各設備構

造，特徴，現地条件を考慮し点検内容を設定し点検

を行うこととなった．これらを状況を踏まえダム放

流設備に関する課題把握を行った． 

課題把握は，ゲート管理担当者へヒアリング，各

ダムへ現地調査，過去の整備履歴，年点検結果の調

査により現状把握を行い，その結果から課題抽出を

行った。健全性把握における現状把握は表－２のと

おりである． 

 

表-2 ダム放流設備の健全性における現状把握 

 

  機械構造の課題としてダム放流設備は，製作当時

の高度な技術が使われていることから各設備で健全

性把握を行う方法が異なる．常時は稼働していない

ため，稼働状態の変化がわからず，劣化状況の把握

が難しい等の課題がわかった．また，30年以上経過

した設備もあり，老朽化により今まで起こりえなか

った新たな不具合が発生する可能性がある． 

点検体制の課題としては，従前はゲート点検・整

備要領で点検項目・内容の標準が定められており，

各設備構造にあった点検方法については，ゲート管

理担当者やゲート点検業者の技術力により健全性を

把握していた．しかし，ゲート管理担当者は各ダム

で2～3年で異動する，ゲート点検業者は単年度一般

競争のため毎年変わる可能性がある． 

これらのことから，各設備の健全性把握の留意事

項，設備にあった点検方法，設備の特徴が伝えられ

ない可能性があることがわかった． 

その他に，年点検結果や整備履歴の活用にかかる

課題として，過去の年点検結果や整備履歴は保管さ

れているが継続的に整理し，設備の弱点等を抽出す

る等の活用はされていない等の課題がわかった． 

（3）ダム放流設備の管理体制における課題把握 

ダム放流量調節はダムの重要な機能であることか

ら，ダム放流量調節を行うダムゲート操作体制を中

心とした管理体制について課題把握を行うこととし

た． 

ダム放流設備における課題把握

洪水調節機能を行うダム放流設備を対象とし、設
備の健全性把握及び、管理状況に関する課題を
把握

手引書の作成方針の検討

ダム放流設備の維持管理手引きにより、健全性
把握及びダム放流設備故障時の対応を行う

健全性把握・対応の手引

設備特徴・不具合履歴等から設備の着目点抽出
し、健全性把握シート、不具合事例シートを作成

故障時緊急対応の手引

迅速かつ的確な対応ができる、不具合報告を主
とした緊急対応手引きを作成

ＷＧ及び手引きの試行について

ＷＧの意見及び、手引書（案）の現地試行結果を
手引書に反映

項目

構造の特徴

年点検結
果･整備履
歴の活用

現状把握

・過去の年点検結果や整備履歴は記録さ
れているが、体系的に整理し設備の弱点
等を抽出する等の活用はされていない｡

技術の伝承

・ダム放流設備は、製作当時の高度な技
術が使われ、構造が複雑

・ダム放流設備維持管理担当者が2～3年
で移動する。

・ダム点検契約方式が単年度の一般競争
のためダム点検業者が毎年換わる可能性
がある。

ダム名 天ヶ瀬ダム 真名川ダム

完成年 1964年 1979年

ダム形式
ｱｰﾁ式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ
ｱｰﾁ式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

放流設備 常用放流設備 常用放流設備 洪水吐設備 利水放流設備 常用放流設備
計画水位維持

放流設備

ゲート役割 洪水調節 洪水調節 洪水放流 利水 洪水調節 洪水調節

ゲート形式
高圧

ﾛｰﾗｹﾞｰﾄ
高圧

ﾛｰﾗｹﾞｰﾄ
２段式

ﾛｰﾗｹﾞｰﾄ
ｼﾞｮｯﾄﾌﾛｰ

ｹﾞｰﾄ

高圧
ﾗｼﾞｱﾙｹﾞｰ

ﾄ

高圧
ｽﾗｲﾄﾞｹﾞｰ

ﾄ

門数 ３門 ２門 ４門 １門 ３門 １門

径間×高さ
3.42m

　×4.58m
3.90m

　　×3.90m
10.7m

×10.7m
口径
1.05m

5.0m
　　×6.3m

1.8m
×2.48m

重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

猿谷ダム

1958年

大滝ダム

2012年
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管理体制の課題把握はゲート管理担当者へヒアリ

ング、各ダムへ現地調査及び各ダム維持管理者によ

り開催したＷＧにより現状把握を行い，その結果か

ら課題抽出を行った。管理体制における課題把握は

表－３のとおりである． 

表-3 管理における現状把握 

 

 

ダム放流時のダム操作体制は，ダム管理支所職員

が交代で行い，ダム放流が長期間になれば事務所職

員がダム操作要員に加わり交代でダム操作を行って

いる． 

ダム操作体制としては平日は管理支所職員全員が

ダム放流操作を行い，夜間・休日では交代で１名が

ダム操作要員としてダム操作を行っている． 

このことから平日夜間・休日のゲート故障等のト

ラブル時には１人のゲート操作要員でトラブル対応

となる．対応はゲート管理担当者及びゲート点検業

者へ連絡を行い，それらゲート構造・故障復旧操作

方法を熟知した者がダムへ急行し故障復旧を行う． 

このトラブル対応で故障状況の報告が迅速かつ的

確にできなければ，緊急対応に遅れが生じる可能性

があることがわかった．また，ダム放流設備は構造

が複雑のため，故障状況確認及び復旧操作等のにつ

いては訓練と技術力が必要であることがわかった． 

 

４．ダム機械設備の維持管理手引書の作成方針 

（1）ダム機械設備の維持管理手引書の作成方針 

いままでで明らかになった課題の対応方法の検討

を行った．平日夜間・休日のダム操作要員の増員や，

点検業務の複数年契約への変更などの契約制度見直

しについては，人員体制の変更や契約制度変更にと

もなう検証を行わなければならないため，速やかな

対応ができない．   

そのため，現在の維持管理体制で課題に対応でき

る，職員の技術力向上を促し維持管理の参考となる

ダム機械設備の維持管理手引書（以後「手引書」と

いう。）を作成することとした．手引書は設備の維

持管理の原点である健全性の把握を行うことができ

る健全性把握・対応の手引きと，ゲート故障時等の

緊急時におけるゲート操作要員の対応を記載した故

障時緊急対応の手引きを作成することとした． 

（2）健全性把握・対応の手引 

健全性把握・対応の手引きは，マニュアルの考え

を踏まえ通常の維持管理の中で各機器の健全性の判

断や不具合対応方法を把握できるものとした．通常

のダム放流設備の維持管理は，出水期前に行う年点

検にて管理運転，分解点検で設備機能及び健全性の

把握し，月点検にて管理運転を行い設備機能の確認

している．点検で不具合が発見すればさらなる詳細

点検を行い，その結果をもとに設備改修を行ってい

る．この健全性を把握する年点検の中でゲート管理

担当者やゲート点検業者が替わっても問題なく健全

性を把握できる手引きを作成することとした． 

作成は設備の特徴，現場条件，使用条件を考慮す

ることから，各放流設備毎に設備構造・特徴の視点

と，過去の不具合事例からの視点で健全性把握を行

う方法について検討を行った． 

設備構造からの視点は，設備を構成している機

器・部品に分け，機器故障時に放流設備の稼働に支

障をきたす致命的機器を抽出した．(図-2)過去の不

具合事例からの視点からは，これまで発生した不具

合機器・時期及び不具合に対する対応方法について

整理を行い，設備の特徴から発生しやすい不具合と

その対応方法を整理した．この機器の重要度と発生

しやすい不具合及び対応方法から健全性把握を特に

行わなければならない機器及び，点検で確認する内

容を整理することとした． 

また，過去の不具合事例とその対応方法は維持管

理担当者が不具合時に対応方法を決定する際に有用

になることから，重要不具合事例について各放流設

備毎にとりまとめることとした． 

扉　体 構造部 スキンプレート 放流管 放流管 放流管本体

主桁･補助桁･端縦桁 充水装置 充水装置本体

ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ･ﾘﾍﾞｯﾄ 電動仕切弁

支承部 主ローラ･軸･軸受 手動弁

補助ローラ･軸･軸受 差圧計

ボルト・ナット 充水管

給油装置 給油ポンプ ボルト・ナット

給油配管 空気管 空気管本体

分配弁

戸当り 取外し部 主ローラレール

補助ローラレール 致命的機器

補助ローラレール

埋設部 底部戸当り

側部戸当り

上部戸当り

コンクリート部

水密部 水密ゴム

ゴム押え板

機器･部品レベル 機器･部品レベル装置レベル 装置レベル

 

      図-2 致命的機器の抽出例 

 

（3） 故障時緊急対応の手引き 

ダム操作に支障があれば放流調節操作に大きな影

響を与えることから，できる限り故障対応の迅速化

を図る必要がある．この対応の迅速化するためにゲ

ート故障時の対応方法を記載した故障時緊急対応の

手引きを作成することとした． 

項目

緊急時
の対応

・故障発生時の復旧操作は、ゲート構造・
操作方法を熟知し高い技術力が求められ
る。

管理体制
・夜間、休日のゲート操作を１人の要員で
行っている。

現状把握

・ゲート維持管理担当者がダム管理支所
に常駐していない。

防災・保全部門：No.05

3



手引きはゲート管理担当者ではなくダム操作要員

を対象とし，迅速にゲート管理担当者やゲート点検

業者へ故障状態の必要情報を共有化するとともに，

故障に対する故障復旧操作を行える手引きとした．

対応内容としては，ゲート構造・故障時の特殊な復

旧操作をすべてゲート操作要員が行うことが困難な

ことから，訓練を１～２回行うことにより習熟でき

る内容とした． 

また，ゲート操作要員の故障確認時，故障復旧操

作時の安全を確保し，故障時の復旧操作による二重

故障が起こらない対応方法とした． 

 

５．健全性把握・対応の手引 

(1) 設備概要 

ゲート管理担当者が異動時にスムーズな設備構

造・特徴の把握ができるように設備概要を作成した．  

設備概要は，ゲート管理担当者が健全性把握に必

要な設備構造・特性を理解できる資料とし，設備の

特殊構造(図-3)，点検困難箇所や，機器・部品レベ

ルの致命的な機器，特に重要である制御の保護装置

等について記載した． 

 

     図-3 設備構造説明例 

 

 (2)健全性把握・対応のチェックシート 

健全性把握・対応のチェックシートは，実際の年

点検に使用できるように，現在使用されている年点

検チェックシートの項目に沿って健全性把握の着目

点を記載した．(図-4)これにより，年点検前にゲー

ト管理担当者とゲート点検業者が確認し的確な年点

検を実施，年点検結果報告時に設備状態の把握がで

きるようにした．健全性把握の着目点として現地点

検時の留意事項，狭隘な場所などの点検が困難な箇

所の対応方法や不具合発見時の追加点検方法等を記

載した． 

 

図-4 健全性把握チェックシート例 

 

(3)不具合事例シート 

不具合事例シートには，過去に発生した不具合事

例を示すことにより設備の弱点を示し今後の維持管

理の着目点として活用できる内容とした．(図-5) 

なお，不具合事例は当該設備の不具合事例だけで

なく，他の設備で発生した不具合についても構造上

発生が考えられる不具合については確認ができるよ

うに工夫した． 

図-5 不具合事例シート例 

 

６．故障時緊急対応の手引 

(1)設備概要 

ダム操作要員は普段は放流設備の故障状況確認，

故障復旧操作等をしていないことから，対応方法の

みを記載しても対応が難しいと考え，故障対応を行

う設備の配置(図-6)，役割，点検を行う機器や計器

類の配置図(図-7)等の設備概要を記載した． 

 

装置 扉体圧着装置

機器・
部品名

制限開閉器

設備名 コンジット主ゲート

点検結果
総括表　Ｎｏ

16  24  71
不具合事例
個表　Ｎｏ

天ヶ瀬－主－Ｆ－００８ １．不具合事例の内容

圧着装置用の制限開閉器ボックス内端子台が発錆・腐食してい
る。

２．放置した場合の問題
点

・現状のまま放置すると接触不良などが起こり、通常の動作が出
来ないことが考えられる。
圧着装置用制限開閉器に不良が発生すると扉体の開閉操作に
致命的な支障をきたす致命的機器である。そのため故障する前
にとりかえる予防保全を行う

３．推定原因

・気温の寒暖変化による結露の繰り返し
・パッキンの劣化・損傷による放流水の進入

４．対応策

・制限開閉器ボックス内端子台のみが発錆している場合は、ボッ
クス内端子台のみ交換する
・制限開閉器ボックス内全体が発錆している場合は制限開閉器
を交換する

制限開閉器(ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ)

＜健全性の把握・対応のチェックシート＞

回転がスムーズであること。
異音を発しないこと。

圧
着
装
置

回転レバー

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ
(全脱)

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ
(全着)

圧着度計

ゲートの運転に合わせて等間隔時間で
表示開度が変化していること。

全着時：11.5㎜、全脱時：0.00㎜を表
示しゲート停止後も変化しないこと。

中

絶縁抵抗値が１ＭΩ以上であること。

前弛み

損傷

絶縁抵抗
値

圧着量
表示状態

ゲート圧着量0.00㎜にて全脱停止。

ゲート圧着量11.5㎜にて全着停止。

回転部からグリースが滲み出ているこ
と。

油量

作動確認

全脱停止

前

全着停止

中

ベベルギア
ボックス

変形、損
傷

変形、損傷していないこと。

中

前

前

前

異音､振
動､発熱

潤滑油の
汚れ

取付ボルトに弛みがないこと｡

油洩れがないこと。

前

中

変形、損傷がないこと。

取付に弛みがないこと｡

断

変形、損
傷

健全性把握の着目点 不具合事例個表 No

運転中、通常に比べ異常な音、振動、
発熱がないこと。

中

天ヶ瀬ダム　常用放流設備　主ゲート（コンジットゲート）　
圧着装置(機械式)

区分 項目 点検内容
点検
条件

判　定　基　準
健全性の把握・対応の手引

致命的機器
〈着目点の記号の説明〉

○：点検前の指示事項

●：点検後の確認事項

○●傘歯車ケーシングからの漏油や
スピンドルカバーと傘歯車ケーシング
との接続部から雨水混入ありとの報
告があるので、注意すること。

○傘歯車ケーシング内面に発錆がな
いことを確認すること

○●圧着時、離脱時の圧着度計の
数値が規定値を表示しているか確
認すること。

○●圧着時、離脱時電動モータ及び
ヘリカル減速機から異音や振動が発
生していないことを確認すること

天ヶ瀬－主－Ｆ－005

天ヶ瀬－主－Ｆ－007
○●圧着度計数値と実際の圧着量
が整合しているか確認すること

年点検チェックシート

年点検時に使用してい
る年点検項目

健全性把握の着目点

過去の不具合事例を踏ま
えた着目点

不具合事例個表

装置・部品毎に過去に発
生した不具合事例

＜離脱状態＞ ＜圧着（水密）状態＞

扉体

（端桁）

水密ゴム

放流管

戸当り

図2.6 水密ゴムの取り付け状況と主ローラ構造

ロッカービーム式主ローラロッカー軸（偏心軸）

圧着状態
(水密状態)

離脱状態

扉体

戸当り 水密ゴム

放流管

３．設備の特徴 
（１）扉 体 

①扉体形式 
扉体はローラゲートで、水密方式は扉体圧着式四方ゴム水密である。

水密ゴムは放流管末端部に額縁状に設けられている。（図 2.6 参照）

②主ローラ構造 
主ローラは、ロッカービーム式でロッカー軸が偏心軸となっており、

この軸を回転することで、扉体の圧着と離脱が可能となっている。
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図-6 故障時緊急対応手引き設備概要例(設備配置) 

 

 

図-7 故障時緊急対応手引き設備概要例(計器配置) 

  

(2)故障時の対応シート 

a)故障時の対応の流れ 

故障時の対応の流れは，遠方操作卓において故障

発生を確認したのち，他号機での振替運用を検討す

るとともに，機側操作盤での詳細な故障内容の確認，

故障復旧操作となる． 

これらの故障時の対応を迅速かつ正確に行えるよ

うに，故障対応フローに故障状況毎の対応を記載し

た．故障対応フローはゲート操作要員が対応可能な

ようにわかりやすく記載した．(図-8) 

この故障対応フローにより故障発生報告及び，故

障復旧対応を行う． 

 

 

図-8 故障対応フロー例 

 

b)故障発生報告シート 

故障発生時にはダム操作要員が，ゲート管理担当

者及びゲート点検業者へ故障状態を報告する必要が

ある．故障状態を迅速かつ正確に報告するために，

表示機器等の状態をそのまま故障報告シートに転記

できる計器配置と同じ配置のシートとした．(図-9) 

　機側操作盤故障報告シート 点灯中の表示灯に

○印を記入する

図5-2 機側操作盤表示灯点灯確認シート（左大扉内）

表示灯

表示灯

接点

溶着

モータ

電源断
３Ｅ動作

ゲート圧着装置

表示灯

表示灯

接点
溶着

電動
操作

モータ
電源断

３Ｅ動作

充水バルブ

表示灯

表示灯

作動油

ヒータ
異常

油圧Ｂ系

選択

油圧Ｂ系

ポンプ
電源断

油圧Ｂ系

電磁弁
電源断

油圧Ｂ系

ポンプ
３Ｅ動作

油圧Ｂ系

ポンプ
接点溶着

油圧Ｂ系

油圧
異常上昇

油圧Ｂ系

油圧
不確立

油面

異常低下

油温

異常上昇

フィルタ

目詰り

油圧装置

油圧Ａ系

選択

油圧Ａ系
ポンプ

電源断

油圧Ａ系
電磁弁

電源断

油圧Ａ系
ポンプ

３Ｅ動作

油圧Ａ系
ポンプ

接点癒着

油圧Ａ系
油圧

異常上昇

油圧Ａ系
油圧

不確立

油面

低下

表示灯

表示灯

副開度

信号異常

制御

電源

制御電源

漏電

計器電源

漏電

リレ制御

電源断

PLC

異常

直動

運転
単独

連動
主開度

信号異常

開動作

制限

非常

停止

共通

主

電源

主電源

漏電

共通制御

電源断

雑用電源

断

リレ制御

選択

PLC制御

選択
機側 中央

機側操作盤の情報を故障報告

シートにそのまま記載

図-9 故障内容確認シート例 

 

油圧ユニット

油圧シリンダ

機側操作盤

制限開閉器
機械式開度計

副開度発信器非常上限LS

充水バルブ

主開度発信器

非常停止釦

遠方監視室内

遠方操作装置
故障・警報判定情報表
表示用端末装置

遠方操作装置

故障報告シート参照
報告書を作成し設備担当者へ報告す
る

故障報告シート作成

機側操作盤

故障発生

ゲートが停止した ゲートが停止できない

表示灯確認及び表示用端
末装置での故障内容の把
握

遠方操作卓

遠方非常停止操作

電源断（緊急停止）

遠方での故障状態把握

他号機での
振替運用

機側操作盤へ

設備管理者に連絡

機側操作盤での
故障状態確認

故障時の緊急対応

P 5～8参照

１ ４～

故障時の緊急対応シート

１   ～  14   参照

13   ～  14  参照

故障時の緊急対応シート

P9参照

５
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c)緊急対応シート  

緊急対応シートは，故障内容を確認したのち，ダ

ム操作要員でも緊急対応が可能な内容を記載した． 

緊急対応として冗長機能(二重化機能)を利用した

二重故障が起こらない対応方法を主として写真等を

使いわかりやすく記載した．(図-10) 緊急対応によ

り職員に危険性が予想される場合は緊急対応を行わ

ず機器状態報告のみを行うことした．  

二重化切換操作　油圧装置Ａ系重故障

油圧装置Ａ系で操作中、油圧装置Ａ系に重故障が発生した場合に正常
なＢ系の油圧装置に切換える

故障時の緊急対応シート（二重化切換操作）  天ケ瀬－主－K-001 １

油圧Ａ系
ポンプ
電源断

機側操作切替
（操作小扉を開くと機側優
先となる）

機側操作盤左大扉を開ける

左盤内の正面に設置の油圧
計切替スイッチ（CS1）を
Ｂ系側にひねる

機側操作盤左大扉を閉める

再運転可能

左大扉を開ける

操作小扉

油圧系切替スイッチ

油圧Ａ系
電磁弁
電源断

油圧Ａ系
油圧

不確立

油圧Ａ系
ポンプ

３Ｅ動作

油圧Ａ系
ポンプ

接点溶着

油圧Ａ系
油圧

異常上昇

 

図-10 緊急対応シート例 

 

７．ＷＧ及び手引きの試行について 

手引書の精度向上、実際の現場で使用できるもの

を作成することを目的として、各ダム管理者による

「ダム機械設備の維持管理手引書作成に関するＷ

Ｇ」の開催及び、現場での試行を行った。 

ＷＧではダム放流設備に関する課題把握、手引書

の作成方針決定及び、手引書（試行版）の意見照会

をおこなった。ＷＧでの主な討議内容として，健全

性把握・対応の手引きの位置付け，故障時対応手引

きでダム操作要員がどの程度まで故障復旧操作を行

うかを決定した． 

また、作成した手引書（試行版）で，大滝ダムの

常用放流設備，計画水位維持放流設備および天ヶ瀬 

 

 

 

 

 

ダムの常用放流設備において，健全性評価シートに

よる試行点検，故障時対応手引きによる故障時の緊

急対応操作等を行った．試行で発見した項目として，

健全性評価では現地の水位条件による点検できない

場合の対応の追記が必要，故障時対応は手引書（試

行版）では一般ゲート操作要員には故障復帰操作に

ついて習熟度が高く難しいとのことであった．これ

ら試行で発見した項目について手引書の修正を行い

対応した． 

 

写真-2  手引きの試行状況（大滝ダム） 

 

８．今後の課題 

本手引書は試行により現地で使用し，その内容をフィ

ードバックを行ったが，全ての部品の特徴や点検時の留

意点を網羅できていないと考え，さらに実際の維持管理

で使用し，より実態に合うものにブラッシュアップして

ゆく必要がある．その他に，設備老朽化にともない新た

に発生した不具合項目，機器交換・更新が行われた場合

の手引書の内容更新が必要である． 

また，設備の管理体制の見直しや点検業務の複数年に

するなど契約制度の見直しについても検討を行う必要が

あると考える． 

なお，本報告は近畿技術事務所における技術管理業務

の成果であり，著者が現所属の滋賀国道事務所に異動す

る前の近畿技術事務所での成果を取りまとめたものであ

る． 
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